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ごあいさつご参会民きました方々に厚くお礼を申し上げたいと思い
ます。それからこのシンポジウムにシンポジストとしておいでいただきました小附さん、一県川さん、藤井さんに対しても厚くお礼を申 上げます。愛知大学 東亜同文書院記念センターを開設し たが、この二つの関係についてここにご参会の皆さまには改めて説明するまでもなく よくご承知のことかとは思います。 だ念のため改めてここでこの二つの組織の関係についてお話し申し上げたいと思います。東．出同文書院大学は日中提携してアジアを興すという、言わば大アジア主義、そう う理念を背景に置きながら、一九
O
一年、中国に設立された高等教育機関でございまし
て、外国におかれた高等教育機関としては最も長い歴史と実績を誇る組織でございます。敗戦によって開校になりますけれども、それまでの期間、日中関係に貢献する数多くの人材を輩出しているわけでございます。こうした事情ついては、小崎先生、栗田先生から後ほど詳しくお話し
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ただけます。しかしながら、この東亜同文書院大学は敗戦によって閉
校になりました。その日以後の学長であった本問先生を小心といたしまして、東亜同文書院関係者が基軸をなして、戦後すぐこの虫橋に設立された大学が愛知大学です。この愛知大学にはそれ以外にも京城帝大、あるいは台北帝大の関係者も加わっておられ す。しかしながら の背骨をなすのはやはり東亜同文書院の教職貝であり、学生であったと言ってよかろうかと思います。その意味で東部同文書院大学は愛知大学にとって言わば前身校であると位前づけることができるので ないかと思っています。しかしながら、設立当初は
GHQ
との関係で、この二つ
の大学の関係について どちらかと一言う 伏せられてい 、あまり公にしないと う状況が続いて たわけですけれども、今から一
O
数年ぐらい前に、この二つの大学の関係を
改めて問い直し、愛知大学は同文書院 の継本校であるという、継承関係を改めて確認するという状況になりまし
•Him同之内院の骨Ut跡と，，.，，問係ヘの民引
た。
そういう機運の中で、同文書院の設立母体だった同文会の後身霞山会、それから同文書院の同窓会である福友会、この組織と愛知大学の関係も緊密の度を増してきました。そうした経緯の中で東亜同文書院大学記念センターが一
O
年前に設立されましたが、その大きなきっかけとなったのは、同文書院と関わりの深かった山田兄弟 資料を所蔵しておられました山田家から、孫文、あるいは東亜同文書院の様々な膨大な資料を寄贈していただいたことです。今申し上げました大学設立の経緯から、愛知大学は当初から中国についての研究教育、これに重点を置いてきたわけです。法経学部には法政と経済という両面において中国コl
スが置かれていましたし、文学部においても中国関係
の各種専攻が設置されており 。最近では大学院に中国研究科、それから学部に現代中国学部が設置されております。こういう大学院・学部に ける中国 対象 する研究科・学部の設置はわ 国で唯一のものです。ごく最近のことに触れさせていただき すけれども、昨
年文部科学省が始めました
COE
プログラム、これは世界
最先端の研究拠点をいろ ろな大学 形成することを支援するプログラムでございますが、それに愛知大学は加々美先生を中心と致しまして国際中国学研究センター 構想をもって申請し、幸い採択されました。こ にはもちろん背鼠にこれまでの愛知大学の中国研究教育の実績があるわけでございます。今年は特色ある大学教育支援プログラム いうのが始まります。これは教育版
COE
とも
COL
とも言われており
ますが、これについても愛知大学は、中国現地重視の教育ということで申請を致しましたところ、これも幸いにも採択をしていただきました。言わば愛知大学が大学院レベルの研究の面でも、学部レベルの教育の而でも 中国に関わる研究教育につ て大変高い評価を受け ことになります。大学はご承知のように非常に厳しい状況の下に置かれております。その中でやはりそれぞれの大学が特色を持って生き延び、そ 特色を発揚させていかなければならないという状況がございますが、愛知大学の何よりの特徴は、やはり中国に関わ あり こうした面 さらにいっそう強化発展させていく必要がある 考えてお ます。その特色の一つの表現が、今年で一
O
周年を迎えた記念
センターだと言えるかと思います。この記念センターの事業は、一つは、すでにご覧になった方もあるかと思い すけれども、孫文、山田兄弟関係の資料や、東国間文書院関係の資料を展示した展示室。もう一つは、一． 亜同文書院と愛知大学」、「記念報』の発行であります。この刊行物の中に様々な思い出 あるい 資料、あるい 調査、などが掲載されています。私もそういった内容を拝見 る と楽しみにしてきた者の一人でございますが、こうした活動を藤田先生を中心に今後さらに発展させていただきた というふうに期待しています。
一O周年ということで一区切りですが、このシンポジウ
ムを次の一
O
周年への第一歩として、センターがいっそう
継続発展していくことを期待しております。ど もありがとうございま た。
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それではシンポジウムを始めさせていただきます。本日の司会を記念センター長の藤間佳久先生が務めさせていた
だきます。よろしくお願いします。藤田皆さんこんにちは。ただいまご紹介いただきました、現在東亜同文書院記念センター長をしています藤田と申します。初代の今泉潤太郎センター長を引き継ぎ、この役をおおせっかりました。ただいまの学長のお話にもございましたが、東亜同文書院記念センターは設立後今年で一
O
周年
を迎えます。また展示施設が設けられて今年でちょうど五年目になりま その経緯は今お話しいただきましたので繰り返しませんが、特に をああいつた形で多くの方々のご協力をいただいて、今ご紹介のありましたようにいろいろな資料をもとに展示することができま た。先ほどのお話のように、記念センターの内容というのは本学にとって大学創設の原点にあたるものです。もう一点は近代中国が成立していく中で 孫文を中心 した近代中国の誕生にかかわる史資料 展示しております。そういう意味でも 成立の原点にあ るのではないか 思います。特に今日の中国はかつて孫文が描いた国土計画をほとんどそのままフォローしているよう 思 一部ズレがありますけれども、そういうことを考え すとやは 、現在中国を孫文 目からみることもできそ です。その孫文と書院の方々とのつながりというものを、この記念センターが示していまして、そういうリンクがあ と うよう
なことを、本日の三人の方々のご発表の中からも汲み取っていただいて、その辺のことを含めて楽しんでいただきたいと思っております。今日この会を開催するにあたりまして、三人の方々をプレゼンテータ！としてお願いいたしました。小崎先生、栗田先生、藤井先生の三人で 。それでただいまから、それぞれの方々にご発表いただいて、もしご質問があれば小崎先生と栗田先生のご発表を終えたあと、実は今日お配りしましたプログラム は載っていな んですけれども、経済学部の李先生にお話を伺います。李先生はアメリカ 東部の大学を回られまして、東亜同文書院がアメリカ 中国研究者の中で非常に強く認知されている いう事実に直面たということで、そういう情報を、現地で撮影された写真を中心に見ていただきます。それから会場の外側に当記念センターに関係した書物を並べて、販売し おります。特に昨日できあがったばかりですが、当記念セン ーが作ました図録があります。まだできたて ホヤホヤですが、これを作るためにこの夏休み以降は大変な努力 たしました。本日は半額で特別提供 ております。資料的 充分にご満足いただけるんじゃないかと思い で あとでごらん下さい。それから当記念センターのパンフレットも出来上がったばかりです。日本語版ですが 中国版と英語版も現在作成中です。そして休憩をいただいたあと藤井先生にお話いただきます。そして最後に三人の先生方にいろんな話を討論的にしていただきたいと思います。そして最後に懇親会を予定していま 今日発表の方々も出・附されま ので、そこでま
lt!ill![li）文内院の軌尚；と日 tl'l\.ll係への！長引
た講師の方々ともお話しができます
。会費は特
に安くさせ
ていだだいております
。今日のプ
ログラムはだいたいそん
な形で組ませていただいております。それではまず最初に、小崎昌業先生から、「東亜同文書
院出身者と
日中関
係」というテ
ー
マでお話を伺います
。
そ
れぞれの発表者の方のプロフィールは、今日お配りしたレジュメに掲げさせていただいでおります
。
小崎先生は科院
および本愛知大学を卒業されました。従って愛知大学の方々にとっては大先詣でいらっしゃいます
。卒業後外務省
の外交官試験
を通られ
まし
て、世界中を
いろいろ
回
られ、
ルーマニアなどの大使等も れまし 、国際感覚の持ち主でございます
。東亜同文訂院の経営母体である東亜同文会
というのがございますが、戦後霞山会と て継承されています
。
最初
の東
亜同文
会は近衛篤
・屈という方が
当時の
会長
でありまして、その の雅号 但山と申しまし ので霞山会
と言いますが、そちら
の常任理事もされています
。最近
では東亜同文会昭和史の編集もされていまして、立派な本を刊行されています
。
先生はル
ーマニア
の大使も経験されていますので、私が
以前ルーマニアに行く時に、事前に先生から情報を教えていただきました。先生は長く東亜同文書院と愛知大学の橋渡し
的役割
も来たされ、ある意味では接点に立た
れて
いま
す
。今日は東亜
同文書院の出身者の方々
の日中関係との関
わりはどうだつたか、というお話を伺 たいと思います
。
それでは早速小崎先生、どうぞお願 いたします。
